
@ 鹿部
発行大洲市役所編集総務財政課

干795-8601

1998年

9平成10年

月号

大洲市大洲690ー 1 fi24-2111 -きら め き 大 洲 21-
No.514 

長日っておきたい季節の花⑧[シモパシラ] 学名 Keiskea japonica Miq.(シソ科)

大洲地方では神南山の登山道のそばや谷間、杉木立の中、富士山の中腹如法寺の裏山、遊歩道付近など、水

はけのよい木陰に見られる多年草です。 高さは40........70cmになり、秋ごろに枝上部の葉のわきから、長さ 6........9
cmの花穂を出し、 白い花をたくさん付けます。冬になると地上部は枯れてしまいますが、茎はしっかり立って

おり、毛管現象で水分がよく上昇します。そして氷点下になると、堅い茎の隙聞から水分が結晶しはじめ、 帯

状の氷の結晶ができます。この形が霜柱に似ていることからこの名が付きました。

今月号 のみどころ

0いきいきふれあい

長寿のよろこび・H ・ H ・ H ・ H ・..… P2~3

0財政事情をお知らせします…… P4~5

0ごみの 6種分別と指定袋制・・7・H ・H ・..p6 

0観光いも園オープン/…...・H ・..…… P6 

09月27日(日)は

大洲市議会議員選挙投票日 ...・H ・..P 10 

(写真・解説大洲市立博物館)

今月の納税は 1 r 
市民の動き

平成10年7月31日現在

人口 39，330人 ( -22) 

国民健康保険税2期II 男 18，745人 (- 1) 

女 20，585人 (-21) 

世帯数 14，232世帯 (-7) 

納期は 9月30日です J I面積仰99平方和メトjレ



9月号

場る伝導造訟綾織必峰議場島記緯議議輪記峰益金曜蒔

広報おおず '98
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9月15日・老人保健福祉週間

「人
生
に
定
年
な
し
」

大
洲
市
で
は
、
高
齢
者
が
心
身
と
も

に
健
や
か
な
毎
日
を
送
れ
る
よ
う
、
生
き
が
い
対
策
や
健
康
づ
く

り
に
取
り
組
む
一
方
、
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
や
老
人
福
祉
施
設
の

整
備
を
進
め
、
活
力
あ
る
長
寿
社
会
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
今
年
七
月
末
日
現
在
で
、
大
洲
市
内
に
居
住
さ
れ
て
い

る
九
十
歳
以
上
の
方
は
二
百
七
十
二
人
(
男
性
六
十
九
人
、
女
性

二
百
三
人
)
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ご
長
寿
の
皆
さ
ま
に
対
し
、
心

か
ら
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。
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田賀谷木田

上沖尼岡松木近奥【泉村吉祖大松二大松小甲柁【中成上島二梶
九母 九

田中上本下下 藤野+ 上田井田本宮隅野島斐谷十田岡野田宮谷
五 六

ハハうカサキ依安歳トアシユミリサダハチユ邦歳ス康アカタヒ
ルツみヲナス 】ラキズタヨヨカ ツ 】ミ ヤスヨサ
ヱヨのルヱヱ包隆 ココヱカヲウヱイセズフ子 ヱ男ノヱリコ

田新八五若野柳新 中菅西中田官 阿若田大田平 柚上平大田西
多佐 大 野須大

口谷喜郎宮来沢谷 村田洲村口田蔵宮口洲口町 木戒野洲口洲

灘金太辻三矢 坂白【神戴二奥山森 富 吉 池 菊 東 岡 正 松 岡 山 【 吉 須 棲 岸 田 浦 谷 石兵白谷村
九 九

瀬野 本石+山田宮谷本本岡岡田地田田盛平崎本+田内江本丸上野村 頭 石 口 上
四

四金 清 キ 秋 クヨキ歳瀧トタソフ定ミマ静イ ユツイリテ歳モモツササ八ツタミヨ直ヤ
治 ク ニシク】 メカ ユ ノサ チ キルサキル】モ、ルカト重チケナシ ス

郎郎慶コ俊エノヨ 恵ノ子ヨノ満 Jレコ喜ノ悟ヱ子ミヱ子 ノヨヨヱヱ子ヱヲセコ夫ヱ

田菅若背中多北上 梅平新田市菅大若市大田西柚平柳若 田八菅中田大藤五大上菅大
須 大 多須

口田宮田村田只戒 川 野谷口木田洲宮木洲口洲木野沢宮 口喜田村口洲縄郎洲戒田洲

家房田
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城大向西水伊 森 上 井 徳 渡 谷 河 松 山高宮【大藤二藤白平松金松佐森田山浅松矢松横河飯
九 々

本田見本岡武+野尾富田石田岡橋盛木岡内本松岡野岡溝野野
ヨ

サハ 三カ コモ シ 義 カ 秋 キ 幹 ツ 九 ミト義歳ミイ 徳ナ玉繭オ麻ツヨ トシト岩ハハ幹ハミチ
カナ メフミゲジ ミ ヤチク 】サワ太 之ト ヨシラヲキ ルルツナヱ
エヨ綱ヨジヱヨ明ヱ吉ヱ愛子平ヲヨ男 ト子郎ヲ子衛リ子シノヲカヱ園コカ愛ヱココ

阿梅恋菅徳中田東松市西新菅大上藤 中 菅束中五田平徳大横平東中八春八平成中常常
字大須 大 大 多多盤盤

蔵川木田森村処山尾木洲谷田洲戒縄村 田洲村郎処野森洲野野洲村喜賀喜野能村町町

戸野 井 田 沼 賀山岡上永
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魂義経緯益金鋭機必峰斡場隆起峰議繰機必峰議場造

広報おおず '98

富浅梅賓後佐町水水上白上竹平伊片冨崎山梅【井菊上成山森門松林曽後祖中都清 徳 田
久 九 母

永野保藤藤田 本沼岡石杉田野達岡永石 内 崎 十 上 地 田 岡 本 野 脇 井 根藤井岡合水山中

福良信敏鶴清アフオ正モ勝シ ハ常マ ミミ歳末トフ森シ留タ政正儀タ浅コ佳市ヒ石
太 キサ ミ ゲルツヤツ】 ミナ 重マト太太 デ
郎雄子雄子喜ノヱヲ茂ン子 子 勲 ヤ子子豊ヱコ 慶ヨヲ衛ヨ吉子子男郎ヨ徳ヨ郎郎 ヲ子

育田平平八大徳菅上新 新 森 新 新 森 中 菅菅森徳 中五平五上菅成大春 新大人育平若徳田
多 須 須多

田口野野喜洲森 田戒谷谷山谷谷山村田田山森 村郎野郎戒田能洲賀谷洲喜田野宮森口

池河井 久山楠石山大中小増大宮水谷松 唐 矢 大 二 城 中 往 桝 中 永 九 藤 宮 小 大 大 岩 坂 森中一

田内上 保 口 野 間 口野川 倉田成本野本本石野石宮戸岡田田島成鬼本川川島 川城本 田岡山
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之 々九

野元水尾岡中井山永 川上 河 内 下 口 原 野藤本羽井上中元友田尾木森田十部林上井水本 田
歳

冨ソ道 キ ハ チ マ 君ツ ヨス光長フキ初キ捷カ冨 平数チ 始ア】マ竹タ会シ浪正
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※
こ
こ
に
掲
げ
た
お
名
前
は
七
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末
日
現
在

の
も
の
で
す
。
年
齢
計
算
日
は
九
月
一
日

で
す
。

な
お
、
敬
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。
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進
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入
れ
は
各
個
人
に
九
月
末

一

-
②
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洋
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日
ま
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に
生
ま
れ
た
人
)
ま
で。

宮
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9月号広報ああず '98

平成 9年 4月1日

~平成10年 3月31日
平成 9年度

市の財政事情を
大
洲
市
長

桝

田

お知らせします

輿一般会計予算執行状況

171億4，960万円仁コ 予算額

慶喜雪 執行額

仁コ 予算額 171億4，960万円

執行額 173億 706万円

大
洲
市
財
政
状
況
の
公
表
等
に
関
す
る
条
例
第
二
条

お
よ
び
地
方
公
営
企
業
法
第
四
十
条
の
二
の
規
定
に

よ
り
、
平
成
九
年
度
の
財
政
状
況
を
公
表
し
ま
す
。

165億2，394万円

20億2，634万円

19億5，553万円

出歳入歳

9175円60億

14億 501万円

13億8，379万円

12億8，907万円
12億2，050万円

14億 723万円
13億7，934万円

11億2，229万円

10億5，538万円

14億 624万円

13億7，823万円

7億6，221万円

7億6，221万円

4億1，520万円
4億1，051万円

4f意6，546万円

4億6，079万円
2億8，000万円

3億4，193万円

6億3，917万円

5億8，067万円
91;意1，105万円

9億6，659万円

501:意円40 30 20 10 。。10 20 30 40 50 60億円

4 

市税と市民負担の状況

項
市 民税 固定資産税 たぱ乙税 軽自動車税

.0. 
c 

目 制 重量 盆 計

金 額 23億8，622万円 15億4，334万円 2億1，289万円 6，009万円 42億 254万円

1世帯当たり 169，524円 109，643円 15，124円 4，269円 298，560円

1人当たり 60，973円 39，435円 5，440円 1，535円 107，383円

構 成比 56.8% 36.7% 5，1% 1，4% 100.0% 
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広報ああず '98 9月号

(公債費の状況)

区分 借入先 イ牛 現在高 一世帯当たり 一人当たり

一 大蔵省 125 70億6，995万円 474，580円 167，671円

般 郵政省 51 24億4，946万円 188，032円 66，432円
ムA、 その他 111 68億1，803万円 342，767円 121，101円
計 小計 287 163億3，744万円 1，005，379円 355，204円

特 大蔵省 33 31億7，786万円 220，949円 78，062円

5.JU 郵政省 42 16億5，876万円 116，116円 41，024円

~ その他 20 11億9，765万円 75，104円 26，534円
計 小計 95 60億3，427万円 412，169円 145，620円
三口〉 計 382 223億7，171万円 1，417，548円 500，824円

(市有財産の状況)

種別 面 積 等 ~ 額

宅 地 569，654m' 44億4，423万円

山 林 2，830，251m' 5，296万円

田 畑 114，093出? 1億9，059万円

雑種地 120，363m' 8億9，300万円

建 物 205，044m' 210億2，164万円

立 木 62.465m3 3億4，037万円

財 政 調 整 基 金 8億6，514万円

国民健康保険財政調整基金 4億2，001万円

土 地 開 ブすたロ 基 五人¥ 6億2，417万円

その他特定目的基金 12億6，295万円

出 資 五，6，_ 5億 361万円

ムロ 計 36億7，588万円

国民健康保険 国保診療所
特別会計

暴 間の状 況

予算 現 額 29億9，108万円 2，833万円

収入 済 額 30億6，139万円 2，052万円

支出 済 額 27億1，699万円 2，404万円

差 ヲi Ll億4，440万円 ム 352万円

(一般会計性質別予算執行状況)
自平成9年 4月 1日

公債費

その他5億3，521万円(3.3%)

歳出総額

165億2，394万円

(100%) 

普通建設事業費

49億3，188万円
(29.8%) 

20億2，074万円
(12.2% ) 

補助費等

22億 128万円

(13.3%) 

人件費

32億2，428万円

(19.5%) 

(事業会計の状況)

総収益 総費 用 当期純利益

工業用水道 723万円 576万円 147万円

7，)( 道 6億2，054万円 5億4，342万円 7，712万円

国民宿舎 1億1，209万円 1億2，098万円 ム 889万円

病院 30億9，655万円 29億 983万円 H意8，672万円

老人保健 公共下水道事業 交通傷害保障

義説 轟事 場t
42億4，664万円 17億9，406万円 959万円

41億 210万円 17億9，077万円 987万円

40億7，523万円 17億9，077万円 892万円

2，687万円 。円 95万円

土地取得造成 住宅新築資金 簡易水道 農業集落排水 駐車場事業

輸
等貸付事業

(t:m 経治 固過暗¥
2，197万円 l億1，178万円 2億7，699万円 4，321万円 4，545万円

2，093万円 4，737万円 2億7，494万円 4，195万円 4，361万円

2，093万円 1億1，162万円 2億7，432万円 4，195万円 4，361万円

¥ 0円ノ¥ ム 6，425万円ノ¥ 62万円ノ 0円_./¥...._ 0円J
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あて危出へ衛んどまな l 減すボよ 化のにの、てに売 大¥成 綴 搬 1.~ス

…Y町長官タ
しル l
さムト
::>歪 F
'"' i己主一

ス己
主み
γの
Jレ6
雷種
雰分
jf JJU 
別と
き喧
しlE
よ重量

宅嗣

り
ま
し
た
。

こ
れ
を
市
の
製
作
す
る
指
定
袋
に

統
一
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
各
地
区

の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
環
境
の
美
化
、

さ
ら
に
収
集
作
業
員
の
安
全
を
図
っ

て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

大
指
定
袋
の
種
類

川
も
や
す
ご
み
の
袋

素
材
・
:
白
色
半
透
明
ポ
リ
エ
チ

レ
ン

文
字
の
色
・
:
赤
色
(
富
士
山
の
ツ
ツ

ジ
の
色
を
イ
メ
ー
ジ
)

出
し
方
・
:
も
や
す
ご
み

∞
も
や
さ
な
い
ご
み
の
袋

素
材
・
:
透
明
ポ
リ
エ
チ
レ
ン

文
字
の
色
:
・
青
色
(
肱
川
を
イ
メ
l

ジ
)

出
し
方
・
:
①
も
や
さ
な
い
ご
み

②
資
源
ご
み
(
缶

・ピ

ン
類
)

③
資
源
ご
み
(
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
・
発
泡
ス
チ

ロ
ー
ル
容
器
)

※
な
お
、
②
・
③
に
つ
い
て
は
、
収

集
日
が
同
じ
で
す
が
、
袋
は
別
々
に

出
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
指
定
袋
の
金
額
に
つ
い
て

は
、
決
ま
り
し
だ
い
お
知
ら
せ
い
た

し
ま
す
。

大
指
定
袋
の
無
償
配
布

十
月
一
日
か
ら
の
試
行
期
間
に
お

い
て
は
、

6
種
分
別
・
指
定
袋
に
な

れ
て
頂
く
た
め
、
半
年
分
の
指
定
袋

を
無
償
配
布
い
た
し
ま
す
。

一
世
帯
当
た
り

A
V
も
や
す
ご
み
袋

大

ω枚
、
中
山
枚
、
小
叩
枚

avも
や
さ
な
い
ご
み
の
袋

大
叩
枚
、
中
山
枚

合
計
別
枚

ま
た
、
ガ
ス
抜
き
器

一
個
、
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
二
枚
、
今
年
度
十
月
以
降

の
ご
み
出
し
カ
レ
ン
ダ
ー
を
そ
の
時

併
せ
て
配
布
い
た
し
ま
す
。

〈
配
布
時
期
・
方
法
〉

九
月
下
旬
に
、
区
入
り
さ
れ
て
い

る
方
は
、
区
長
さ
ん
宅
に
取
り
に
行
っ

て
く
だ
さ
い
。
区
へ
未
加
入
の
世
帯

に
つ
い
て
は
、
各
地
区
の
公
民
館
へ

取
り
に
来
て
い
た
だ
き
ま
す
。

な
お
、
こ
の
無
償
配
布
分
を
使
い

き
っ
た
後
に
は
、
指
定
袋
販
売
庖
で

お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
。

合
同
指
定
袋
販
売
居
募
集
中
!

ご
希
望
の
方
は
、
市
役
所
又
は
各

公
民
館
に
備
え
つ
け
の
用
紙
に
記
入

の
う
え
、
左
記
ま
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

保
険
環
境
課
生
活
衛
生
係

宮

@
2
1
1
1

(内
線
1
6
2
)

6 

九
回
二
十
六
日
∞
観
光
い
る
園
オ

B-r，f

澄
ん
だ
空
み
の
り
の
大
地
家
族
や
友
達
と
に
ぎ
や
か
に

楽
し
む
観
光
農
園
の
一
日
と
れ
た
て
の
お
い
し
い
秋

収
穫
の
よ
ろ
こ
び
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い

{主

催

】

松
久
保
野
菜
組
合
(
村
越
忠
雄
組

合
長
)
宮
@
1
1
8
1

{場

所
}

大
洲
市
上
須
戒
松
久
保
団
地

【
開
園
}

九
月
二
十
六
日
出
か
ら
十
月
下
旬

(
土
・
日
・
祝
日
)

区
画
が
完
売
す
る
と
終
了
し
ま
す

{
料
金
】

一
区
画
千
百
円

※
団
体
で
予
約
の
場
合
は
、
平
日
で

も
開
園
し
ま
す
。
ま
た
、
新
鮮
な
野

菜
や
果
物
の
即
売
も
し
て
い
ま
す
。

明
お
お
す
音
楽
祭
を
開
催
し
ま
す

世
界
的
に
有
名
な
「
ク
ラ
シ
ッ
ク
・

フ
ィ
ル
ハ

ー
モ
ニ

ー

・
ボ
ン
」
を
招

き
、
音
楽
祭
を
開
催
し
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

【
日
時
}

平
成
十
年
十
月
三
日
出

開
場
午
後
六
時
三
十
分

開
演
午
後
七
時

【
場
所
}

大
洲
市
民
会
館
大
ホ

1
ル

{入
場
料
}

千
円

※
入
場
券
は
九
月
一
日

ωか
ら
教
育

委
員
会
、
各
公
民
館
、
大
洲
芸
術
の

森
建
設
促
進
会
で
取
り
扱
っ
て
い
ま

す
。
詳
し
く
は
、
社
会
教
育
体
育
課

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

宮

@
2
1
1
1
(
内
線
5
5
3
)
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計
量
器
の
定
期
検
査
を
次
の
日
程

で
実
施
し
ま
す
。
な
お
、
検
査
に
は

手
数
料
が
必
要
で
す
の
で
、
当
日
用

意
し
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

〈種
類
と
料
金
〉

V
棒
は
か
り

二
百
五
十
円

V
皿
は
か
り
五
百
円
程
度

V
指
示
は
か
り
・
台
は
か
り

五
百
円
j

千
五
百
円
程
度

V
電
気
式
は
か
り

千
四
百
円
程
度
(
電
気
式
は

か
り
も
持
参
し
て
く
だ
さ
い

)

※
一
般
家
庭
の
台
所
用
は
か
り
な
ど

は
無
料
で
検
査
し
ま
す
。
病
院
な
ど

で
使
用
す
る
体
温
計
や
血
圧
計
は
、

無
料
で
十
月
十
四
日
制
に
保
健
セ
ン

タ
ー
で
検
査
し
ま
す
。

(電
子
式
の
も
の
は
除
き
ま
す
)

{
問
い
合
わ
せ
先
}

商
工
観
光
課

宮

@
2
1
1
1
(
内
線
2
2
4
)

計量器の定期検査日程

月 日 場 所 時 間

10月5日(月)基幹集落センター 11:30~ 12 :00 

。 南久米連絡所 13:30~ 14 ・ 30

ク 平野連絡所 15 : 00~ 16:00 

6日附 上須戒連 絡 所 10:00~ 10:30 

今 八多喜連絡所 11:00~ 12:0。

今 三 善 連絡所 13 ・ 30~ 14 :00

イシ 柳沢連絡所 15:00~15:30 

7日同 菅団連絡所 10:00~ 11:30 

イシ 大 川 | 連 絡 所 13 ・ 00~ 13: 30

12日(月)社会教育セ ンタ ー 11 : 00~ 12 : 00 

'" 新谷連絡所 1 3:30~ 16:0。
13日ω市 民 ぷ~ 官官 1O :00~ 12:0。

。 市 民 ~ 自富 13:00~ 16:00 

14日制 保健セ ンタ ー 10 ・ 00~ 12 ・ 001

ゐ 保健セン ター

水
害
防
止
の
た
め
の

ポ
ン
プ
場
を
建
設

公
共
下
水
道
地
区
内
の
浸
水
被
害

の
解
消
を
図
る
た
め
、
雨
水
を
強
制

排
水
す
る
施
設
「
雨
水
ポ
ン
プ
場
」

を
八
尾
・
中
島
地
区
に
、
平
成
十
一

年
三
月
に
完
成
予
定
で
建
設
中
で
す
。

公
共
下
水
へ
の
接
続
の
お
願
い

公
共
下
水
道
は
、
清
ら
か
な
肱
川

の
流
れ
を
守
り
、
快
適
で
潤
い
の
あ

る
生
活
環
境
を
築
く
た
め
の
基
幹
的

な
施
設
で
す
。
平
成
七
年
七
月
よ
り

供
用
開
始
し
て
三
年
が
経
過
し
ま
し

た
が
、
融
資
あ

っ
せ
ん
の
制
度
も
あ

り
ま
す
の
で
、
肱
南
処
理
区
域
内
に

住
ん
で
い
る
人
は
一
日
も
早
く
汚
水

を
公
共
下
水
道
へ
流
す
た
め
の
「
排

水
設
備
」
を
つ
く
り
、
清
潔
で
快
適

な
生
活
環
境
を
整
え
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
工
事
を
す
る
と
き
は
、
必

ず
市
が
指
定
し
た
工
事
庖
に
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

合
併
処
理
浄
化
槽
の

設
置
に
補
助
し
ま
す

大
洲
市
で
は
、
環
境
保
全
に
大
き

な
効
果
の
あ
る
合
併
処
理
浄
化
槽
を

設
置
さ
れ
る
人
に
補
助
金
を
交
付
し

て
い
ま
す
。
平
成
十
一
年
度
に
住
宅

の
新
築
・
増
改
築
等
を
計
画
さ
れ
て

い
る
人
は
、
こ
の
補
助
制
度
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
採
択
件
数

に
は
限
度
が
あ
り
ま
す
。

【
補
助
対
象
と
な
る
浄
化
槽
の
規
模
}

五
人
槽
i
十
人
槽

【
申
し
込
み
時
の
準
備
物
}

新
築
・
増
改
築
等
の
具
体
的
な
計

画

(建
築
場
所
・
建
築
時
期
・
面
積

な
ど
)
を
示
せ
る
資
料

{
補
助
制
度
を
受
け
ら
れ
な
い
地
区
】

.
公
共
下
水
道
が
整
備
さ
れ
て
い
る

肱
南
地
区

・
公
共
下
水
道
が
計
画
さ
れ
て
い
る

肱
北
地
区
の
一
部

-
農
業
集
落
排
水
の
該
当
地
区
と
な

る
八
多
喜
地
区
の

一
部

{
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
}

下
水
道
課
宮
@

2
1
1
1

(
内
線
2
5
2
・
2
5
5
)

新
火
葬
場
の
都
市
計
画
案

縦

覧

の

お

知

ら

せ

火
葬
場
な
ど
の
施
設
を
建
設
す
る
際
に
は
、
都
南
計
画
に

お
い
て
そ
の
敷
地
の
位
置
を
決
定
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す

現
在
、
本
市
で
運
営
し
て
い
ま
す
【
都
市
計
画
を
定
め
る
位
置
}

大
洲
火
葬
場
、
八
多
喜
火
葬
場
は
、
大
洲
市
西
大
洲

老
朽
化
が
著
し
い
た
め
、
環
境
条
件
、
{
縦
覧
期
間
}

交
通
条
件
な
ど
を
考
慮
し
た
場
所
へ
九
月
七
日
開
j
九
月
二
十
一
日
開

新
し
い
火
葬
場
(
斎
場
)
を
建
設
す
る
午
前
八
時
三
十
分
j
午
後
五
時

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

(

た
だ
し
、
土
、
日
、
祝
日
は
除
く
)

そ
こ
で
、
都
市
計
画
決
定
に
か
か
{
縦
覧
場
所
}

る
説
明
会
を
去
る
七
月
九
日
に
開
催
大
洲
市
役
所
二
階
都
市
整
備
課

し
ま
し
た
が
、
こ
の
決
定
案
の
縦
覧
【
問
い
合
わ
せ
先
】

を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
の
で
お
知
都
市
整
備
課

ら

せ

し

ま

す

。

宮

@
2
1
1
1
(
内
線
2
4
7
)

地
番
が
変
わ
り
ま
レ
た

ぃ
、
小
字
も
廃
止
さ
れ
新
し
い
地

番
に
な
り
ま
し
た
。

詳
し
く
は
、
都
市
整
備
課
都
市

開
発
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。宮

@
2
1
1
1
(
内
線
2
4
5
)

柚
木
北
只
地
区
で
実
施
し
て
い

ま
す
土
地
区
画
整
理
事
業
に
よ
り
、

図
の
よ
う
に
同
事
業
区
域
内
の
大

字
界
が
変
更
に
な
り
、
こ
れ
に
伴

7 
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そ
こ
で
、

城
跡
の
樹
木

の
現
状
に
つ

い
て
調
査
を

し
、
石
垣
や

景
観
に
悪
影

|

|

響

を

及

ぼ

し

て
い
る
木
を
選
定
し
、
そ
れ
を
伐
採

し
た
あ
と
の
予
想
図
を
作
成
し
ま
し

た
。
調
査
は
、
愛
媛
大
学
農
学
部
教

授
江
崎
次
夫
先
生
を
始
め
と
す
る
愛

媛
地
域
総
合
研
究
所
が
行
い
ま
し
た
。

城
跡
罵
辺
の
樹
木
調
査
と
樹
木

整
備
後
の
予
測
調
査
を
実
施
①

大
洲
城
跡
は
、
全
体
構
想
の
な
い

ま
ま
に
改
修
整
備
が
繰
り
返
さ
れ
今

日
を
迎
え
て
い
ま
す
。
特
に
、
樹
木

は
、
明
治
時
代
以
来
桜
類
を
中
心
に

植
樹
が
行
わ
れ
、
城
跡
全
体
が
森
の

よ
う
に
木
々
に
覆
わ
れ
て
い
ま
す
。

城
跡
を
保
存
し
、
天
守
閣
を
中
心
と

七
て
近
世
城
郭
を
復
元
整
備
し
て
い

く
う
え
で
、
こ
の
樹
木
は
、
石
垣
を

壊
し
、
眺
望
を
防
げ
、
景
観
を
阻
害

し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

号25 第

六
十
三
種
六
百
二
十
三
本
、
二

M

川
以
下
の
樹
木
は
四
十
二
種
千
一
一

百
八
十
二
本
で
す
。

こ
れ
ら
の
樹
木
の
ほ
と
ん
ど
は
、

明
治
以
降
に
発
育
し
た
も
の
と
み
ら

れ
、
江
戸
時
代
に
は
存
在
し
て
い
な

か
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

次
の
表
は
、
今
回
調
査
を
実
施
し

た
城
跡
内
の
樹
種
別
の
本
数
で
す
。

、
、

}
¥
 

城
跡
内
の
樹
木
の
現
状

こ
の
調
査
で
は
、
域
内
の
樹
木
を

一一
M
川
以
上
と
以
下
に
分
け
、
一
本

ず
つ
調
査
を
し
て
「
樹
木
マ
ッ
プ
」

を
作
成
し
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、

調
査
域
内
の
樹
種
総
数
は
八
十
九
種

で
、
総
本
数
は
千
九
百
五
本
に
の
ぼ

り
ま
す
。
二
川
川
以
上
の
樹
木
は
、

15 ~樹~種~名、ー----区----域 計 |自 長守主空~ 計

センダン 3 センジユ (1) 

フジ 12 カイヅカイブキ 日(74)
完喜 セアカシア B タマイプキ (2) 

葉ザクロ 3 童十スギビャクシン ( 1) 

力キ 6 メタセコイア

広アジサイ (88) ヒマっヤシーダー
八コネウツギ 2 葉クロマツ

葉レンギヨウ (2) モミ

樹イヌビワ イヌマキ 日(40.)
フヨウ フカンマキ

小計 34種 445(106) 樹キヤフボク (1 ) 
クスノキ 18 イチョウ 5 
タブノキ ソァツ (2) 

ヤブツバキ 4 小計 17種 62(121) 
ツバキ 20. (7) ソメイヨシノ 20.2 
サザンカ 11 (15) サトザクフ 15 
モッコク 5 ウメ 18 
サカキ カリン

常キンモクセイ 3 (1) 洛八ナモモ (1) 
アフ力シ 14 (日) ボケ (1) 
クロガネモチ 2 パフ (3) 
パクチノキ 7 シモツケ (2) 
カナメモチ 2 (1) 莱 ホオノキ

緑シャυンパイ 2 (1) ユスフウメ
ピワ 3 イロハモミジ 91 (5) 
サンゴジュ 7 (2) 

広
ノムフ力工ァ他 日

ゲッケイジュ シダレモミジ (1) 
広クスドイゲ 2 トウ力工ァ 3(1) 

アオキ 3 (2) ケヤキ 9 
イヌツゲ 葉 エノキ 36 
マメツゲ (20.) ムクノキ 11 

葉 マザキ 1 (83) アキ レ
クチナシ (1) 

樹
クヌギ

ヒフドツツジ (799) サルスベリ 日

サツキ (75) モクレンつ
クルメツツジ (15) トウモクレン 2 

樹 キυシマツツジ (1 ) 八クモクレンワ
ナンァン 1 (9) ヤマブキ (2) 
シロミナンァン (1 ) ユッカ (4) 
ヤツデ 3 (2) 単 シュロ 5(1) 
オリブ (2) 

子 シュロチク (4) 
ダイダイ (3) ハチク 群生

キンカン (1) 葉 ナリヒフダケ 群生

小計 32種 112(1047) 類 オカメザサ (群生)

スギ 35 小計日穫 5 (9) 
針ヒノキ 合内訳卜約叫上 623 
葉ヒムロ 計 約2m以下 1.282 樹
」ーコノァガシワ 89 干重 1.90.5 

大洲城跡周辺樹種別本数

(珪) 1 複数字は樹高が約2m以上の本数.( )害告は樹高が2m以下の本数在示した.
E 若葉期間ヰ明調査のため葉や花を毘怠ければ識別が困難tJ.樹種品種では若干の誤同畳:o可制主がある.
3 ヒラドツツジでは2m以上倒国体もあったがI ツツジ類はすべて2m以下の区分に入れた。

同
和
教
育
シ
リ
ー
ズ

さ

ベ

つ

じ

ん

け

ん

差

別

と

人

権

し

ん

が

い

よ

う

そ

人
権
を
侵
害
す
る
大
き
な
要
素
の

し
ん
わ
に
達
制
が
あ
り
ま
す
い
謹
別
壮

織
争
や
公
害
と
ち
が
い
、
地
域
や
個

人
が
は
っ
き
り
わ
か
り
ま
す
。
そ
し

て
、
差
別
は
、
人
間
の
心
が
す
る
も

の
で
す
か
ら
、
見
え
に
く
い
こ
と
も

よ
く
あ
り
ま
す
。
い
ま
い
ん
伶
が
国
で

い
ち
ば
リ
ん
大
き
な
差
別
問
題
は
、
:
ゎ

匂
ゅ
う

te

ら
く

が
国
固
有
の
人
権
問
題
で
あ
る
部
落

差
別
の
問
題
で
す
。
こ
い
び
と

差
別
は
、
友
を
う
ば
い
、
恋
人
を

町
拭
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

結
婚
を
こ
わ
し
ま
す
し
、
せ
っ
か
く

カ
そ
く

の
家
族
を
ば
ら
ば
吟
牝
し
ず
け
ん
ま
が

ま
す
。
そ
し
て
、
希
望
す
る
職
に
就

け
な
い
こ
と
も
あ
れ
い砕
け
す
。
こ
れ
ら

に
よ
り
、
時
に
は
、
命
ま
で
う
ば
う

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

「
い
ま
ど
き
、
差
別
な
ん
か
あ
る

か
や
」
、
「
わ
た
し
ら
、
差
別
し
と
ら

ん
」
だ
沙
ら
、
同
和
教
育
は
い
ら
ん

と
い
う
芦
対
あ
り
ま
す
十
比
か
し
な

が
ら
、
残
念
な
こ
と
に
現
実
の
澗
語

也
九
て
差
別
は
坊
ぬ
い
だ
と
戎
よ
総
務

庁
の
同
和
地
ぷ
撲
濃
加
官
等
調
査
の

四
国
地
区
の
集
計
結
果
に
よ
る
と

「同
和
地
区
の
人
で
あ
る
と
い
う
こ

と
で
人
権
を
侵
害
さ
胤
た
に
と
が
あ

り
ま
す
か
」
と
い
う
聞
に
対
し
て
三

八
七
た
四
パ
ー
セ
ン
ト
の
人
が
「
あ
る
」

と
潜
坑
て
い
ま
す
。
そ
の
人
権
現
面
一
口

吻
納
容
に
わ
レ
て
み
る
と
①
日
清
約

地
域
で
の
生
活
、
②
結
婚
、
③
職
場

の
つ
き
あ
い
、
④
学
校
生
活
な
ど
が

8 
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人
権
と
同
和
教
育

あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
わ
し
ら

γな
ん
ち
ゃ
な
い
Y
ぜ、

い
っ
し
ょ
に
酒
も
の
む
し
、
遊
び
も

す
る
。
で
も
、
結
婚
は
別
よ
。
」
と

い
う
声
が
あ
り
ま
す
。
総
務
庁
の
平

成
冠
詳
の
企
画
調
査
「
結
婚
ぷ
潤
礼

て
家
柄
や
血
筋
を
問
題
に
す
る
風
習

μわ
い
て
」
の
調
査
に
よ
る
と
①

当
然
の
こ
と
と
思
う
一
四
パ
ー
セ

ン
ト
②
お
か
し
い
と
思
う
が
自
分

だ
け
反
対
し
て
も
し
か
た
が
な
い

三
一
パ

ー
セ
ン
ト
③
ま
ち
が
っ
て

い
る
か
ら
、
な
く
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
う
五
三

・
五
パ
ー

セ
ン
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。
①
②
と

伊
唯
一
氏
比
四
五
J
J
1
セ
ン
ト
の
吠
み

h

家
法
官
」
が
抜
け
切
ら
ず
、
先
祖

半
、
々
五
日
り
つ
が
れ
て
き
た
い
わ
れ
の

-Eけ
ん

、

」

な
い
偏
見
と
差
別
の
心
が
残
っ
て
い

る

よ

う

で

け

い

い

み

も

と

こ
こ
で
関
係
し
て
く
る
の
が
占
日

調
査
で
す
。
こ
%
引
い
μ
よ
り
、
結
婚
話

ザ
に
め
さ
私
、
能
力
炉
坊
る
の
に
希

望
職
場
に
就
け
な
い
若
者
が
出
る
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
侵
害
の
問
題

が

お

こ

っ

て

い

ま

す

。

わ

大
洲
市
で
も
「
身
元
調
査
お
断
主

的
シ
什
妙
を
各
家
庭
に
く
ば
り
、
紬

人
が
不
幸
け
は
な
る
身
元
調
査
に
は
応

1
1
1
f
 

じ
な
い
運
動
を
展
開
ル
イ
い
ま
す
。

わ
た
し
た
ち
は
、
自
他
の
。
フ
ラ
イ

ま
も

j

て
ん

パ、
V
l
を
守

J
、
M
M
の
人
の
よ
い
点

は
言
っ
て
も
、
不
利
な
こ
と
は
、
ぜ
っ

た
い
言
わ
な
い
市
民
に
な
り
た
い
も

の
で
す
。
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フ月19日(日)砂

平野小学校の児童と保

護者ら48人丹、八幡浜・

大洲士也区広域市町村圏組

合主催の rß\~ざと探訪

パス"/"pーJ 1己参加、城

川町の竜沢寺や地質館、

肱川町の風の博物館を訪

ね、楽レい一日き過ごし

まじだ。

• 

‘vフ月26日(日)
農業の現状や課題怠どさ考える“ラトンボヲウ仏「更生れ/

農」"がオズメVセ21で開催され、農業関係者Lう約 650人

ti<:参加レまじた。己れ1eJ:、大洲市、八幡浜 ・大洲地区広

域市町村圏組合、JA大洲怠どn主催レだちので、全国

農業会議所桧垣徳太郎会長の基調講演の後、宇宙飛行士

の秋山豊寛さんや女優の岸ユキさんLう 12~~座談会やパ
ネ/レディス11"'/うヨンn行われまレた。

フ月3日(金)砂
大洲市と肱南まちづくり推進協

議会丹、地元地権者や関係者Lう約

100人を集め、肱南示ちづぐり計
画説明会を行いまレだ。己の日1eJ:、
?ドパイ怜ーでちあ3建築家吉田
桂二巴んの「大洲のまちづくり」
と題レた講演ち行われ、参加者1eJ:
熱心12耳を傾けでいまじだ。

4フ月15日同
大洲高等学校の生徒の皆さん庁、

旧大洲病院裏の堤防沿いのごみ拾

いと草刈りを行いましだ。

フ月21日凶砂

今年ち柚木の如法寺河原き会場
l之、水天宮花火大会内開催され、

約1500発の花火庁、夏の夜空l己大
輪の花き咲ttせまじた。光の滝lこ
魅了され3観客のう/し工、γトn印

象的でじた0

4フ月24日(金)
五郎の「畑の前橋」下の肱川河

川敷のヒマワリn満開。市tJ"I建設

省tt'う借り受げだ土地l己、大洲農
業高等学校の生徒の皆ぜんn種を

まさ、手入れしできだちので、今

年ち見事怠花畑と怒りましだ。

‘フ月19日(日)

郷土美化運動とレで市

内一斉清掃n行われまじ

だ。市内各地で草刈りや

水路の清掃、缶拾い怠ど

n行われ、たいへんされ

いにたきりまレだ。

ご協力あI.Jnとうござ

いまじだ。
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ま
ご
こ
ろ
の
お
く
り
も
の

七
月
二
十
三
日
分
ま
で

(
敬
称
略
)

金
一
封
(
寄
付
金
)

中

村

(
指
定
配
分
)

金
一
封
(
久
米
地
区
社
協
へ
)

西

大

洲

岩

田

重

喜

金
一
封
(
肱
北
地
区
社
協
へ
)

中

村

森

田

昇

一

金
一
封
(
八
多
喜
地
区
社
協
・
八
多

喜

公

民

館

へ

)

米

津

都

築

薫
樹

金

一
封
(
平
野
地
区
社
協
へ

)

中
野

正
光

九
月
二
十
七
日
目
は
、
大
洲
市
議
会
議
員
選
挙
の
投
票
日
で
す
。

わ
た
し
た
ち
の
暮
5
し
に
直
接
結
び
つ
く
大
切
な
選
挙
で
す
。

き
れ
い
な
選
挙
で
立
派
な
人
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

《
投
票
で
き
る
人
》

V
年
齢
日
本
国
民
で
満
二
十
年
以
上

の
人
。
(
昭
和
五
十
三
年
九
月
二
十

八
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
)

V
住

所

引

き

続

き
三
カ

月
以
上
大
洲

市
に
住
所
を
有
し
、
住
民
基
本
台
帳

に
記
録
さ
れ
て
い
る
人
。

(
平
成
十
年
六
月
十
九
日
以
前
に
住

民
票
の
作
成
、
ま
た
は
転
入
届
を
し

た
人
)

《
選
挙
の
日
程
》

V
投
票
日
時

九
月
二
十
七
日
間

午
前
七
時
か
ら
午
後
八
時
ま
で

V
告

示

日

九

月

二
十
日
間

V
立
候
補
届
出
説
明
会

九
月
七
日
開
午
後
一
時
三
十
分

平

野

町

野

本

幸

春

金
一
封
(
菅
団
地
区
社
協
・
市
社
協

へ

)

菅

田

町

橋

本

ア

サ

子

金

一
封
(
久
米
地
区
社
協
へ
)

西

大

洲

渡

宣

則

金

一
封
(
菅
団
地
区
社
協
へ
)

菅

田

町

大

野

進

金

一
封

(
三
善
地
区
社
協
へ
)

春

賀

清

水

重

信

金
一
封
(
八
多
喜
地
区
社
協
へ
)

人

多

喜

町

清

水

忠

明

(
物
品
の
口
座
)

座
ブ
ト
ン
十
五
枚

若

宮

米
国

太
郎

大
洲
市
役
所
二
階
大
ホ

l
ル

V
立
候
補
届
出
日
及
び
場
所

九
月
二
十
日
同
午
前
八
時
三
十
分

か
ら
午
後
五
時
ま
で

大
洲
市
役
所
二
階
大
ホ

l
ル

V
不
在
者
投
票
期
間
及
び
場
所

九
月
二
十
日
聞
か
ら
九
月
二
十
六
日

出
ま
で

午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
八
時
ま

で大
洲
市
役
所
二
階
大
ホ

l
ル

V
開
票
の
日
時
及
、ぴ
場
所

九
月
二
十
七
日
同
午
後
九
時
三
十

分
か
ら

大
洲
市
役
所
二
階
大
ホ

l
ル

O
入
場
券
は
郵
送
し
ま
す
。

※
選
挙
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、

大
洲
市
選
挙
管
理
委
員
会
へ

。

公

@
2
1
1
1
(
内
線

3
2
5
)

紙
オ
ム
ツ
ほ
か
四
十
三
枚
(
寝
た
き

り
老
人
へ

)

平

野

町

品

田

園

子

六
月
二
十
四
日

l
七
月
二
十
三
日
ま
で

累

計

額

二

七
六
万
五
、

二
ニ
二
円

内
指
定
配
分
一
七
五
万
九
、

O
六
七
円

あ
た
た
か
い
善
意
を
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
感
謝
を
こ
め
て
掲
載
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

大
洲
市
社
会
福
祉
協
議
会

図書館

九
月
新
刊
案
内

イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
大

道

楽

関

根

進

著

禅

へ

の

い

ざ

な

い

鈴

木

俊

隆

著

物
語
が
こ
こ
ろ
を
癒
す
森
省
二

・
他
著

生
き
る
力
を
育
て
る
杉
原
一
昭
著

悪
魔
の
履
歴
書p

-
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
著

一
度
は
泊
ま

っ
て
み
た
い
秘
湯
の
宿

飯
出
敏
夫
著

ア
ジ
ア
鉄
道
夢
紀
行
棲
井
寛
文
・
写
真

鯛

は

頭

か

ら

腐

る

佐

高

信

著

現
代
税
法
の
基
礎
知
識
岸
田
貞
夫
他
著

普
通
の
子
が
ふ
る
う
暴
力
松
原
達
哉
編

中
学
三
年
生
の
心
理
落
合
良
行
著

あ
な
た
の
遺
伝
子
は
汚
染
さ
れ
て
い
る

中
原
英
臣
・
佐
川
峻
著

ク
ロ
ー
ン
は
悪
魔
の
科
学
か軽

部
征
夫
著

瀬
戸
際
の
渓
魚
た
ち
佐
藤
成
史
著

き
っ
と
良
く
な
る
必
ず
良
く
な
る

広
野
光
子
著

リ
サ
イ
ク
ル
生
活
入
門

G
-
マ
ク
ハ
リ

1
著

ひ
ん
や
り
デ
ザ
ー
ト
林
口
宰
士
著

赤
ち
ゃ
ん
と
子
ど
も
の
医
学
百
科

加
部
一
彦
著

素
人
ガ

l
デ
ニ
ア
の
園
芸
ロ
カ
月

原
因
龍
志
著

中

国

語

録

文

婆

春

秋

編

名

曲

の

歩

き

方

渡

辺

和

彦

著

海

釣

り

豊

田

直

之

文

・

写

真

囲
碁
級
位
者
の
た
め
の
本
筋
の
打
ち

方

石

田

芳

夫

・

小

川
誠
子
著

[
基
礎
]
古
文
書
の
よ
み
か
た

林

英

夫

監

修

も
ら

っ
て
う
れ
し
い
お
礼
と
贈
り
物

の

手

紙

・

は

が

き

鶴

田

顕

三
著

も
し
「
右
」
や
「
左
」
が
な
か
っ
た
ら

10 

井
上
京
子
著

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
お
い
し
い
毎
日

松
井
ゆ
み
子
文
・
写
真

林
芙
美
子
・
ゆ
き
ゆ
き
て
「
放
浪
記
」

清
水
英
子
著

テ

レ

ビ

・

デ

イ

ズ

岩

松

了

著

仰

天

旅

行

景

山

民

夫

著

鎮
魂
歌
(
不
夜
城

E
)

馳

星

周

著

暗
殺
の
城
上

・
下

津

本

陽

著

危

い

ハ

ネ

ム

ー

ン

赤

川

次

郎

著

朱

夏

今

野

敏

著

旗
本
奴

一
代

笹

沢

左

保

著

引

金

の

履

歴

乃

南

ア

サ

著

蒼
き
潮
流
の
狼
た
ち
新
橋
遊
吉
著

白

起

塚

本

青

史

著

天

う

ら

ら

前

編

長

川

千

佳

子

著

マ

ガ

ジ

ン

青

春

諾

猪

瀬

直

樹

著

心

室

細

動

結

城

五

郎

著

そ

れ

ぞ

れ

の

断

崖

小

杉

健

治

著

夜

の

か

け

ら

藤

堂

志

津

子

著

見

知

ら

ぬ

妻

へ

浅

田

次

郎

著

猫

の

ア

ジ

ア

新

美

敬

子

著

街

は

国

境

を

起

え

る

校

川
公
一
著

妻

よ

!

河

野

義

行

著

流
転
高
知
新
聞
社
編
集
局
社
会
部
編

に
ん
げ
ん
の
お
へ
そ
高
峰
秀
子
著

キ
ス
ト

B
・
ガ
ウ
デ
ィ
著

小
さ
き
も
の
た
ち
の
神

A
・
ロ
イ
著

暗
夜
を
渉
る

R
-
B
・
パ

l
カ
1
著

サ
フ
ァ
イ
ア
の
書

G
・
シ
ヌ
エ
著

九
月
の
生
涯
学
習
講
座
ご
案
内

郷
土
の
偉
人
講
座

「
武
田
成
章
」
に
つ
い
て

講

師

上

杉

潤

先

生

日
時

9
月
初
日
同

(
9
:
却

1
1
:
却
)

場

所

大

洲

市

立

図

書

館

四

階

。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い



9月号広報ああず '98

新
増
改
築
家
屋
・
取
り
こ
わ

し
家
屋
の
調
査
に
つ
い
て

今
年
新
築
ま
た
は
増
改
築
お
よ
び
取

り
こ
わ
し
を
さ
れ
た
家
屋
に
つ
い
て
、

次
の
と
お
り
実
地
調
査
を
行
い
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
取
り
こ
わ
し
を
さ
れ
た
家
屋

で
、
滅
失
の
登
記
を
さ
れ
て
い
な
い
場

合
は
、
調
査
漏
れ
に
な
り
、
取
り
こ
わ

さ
れ
た
家
屋
に
課
税
さ
れ
る
恐
れ
も
あ

り
ま
す
。
該
当
家
屋
の
あ
る
人
は
、
早

め
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
調
査
期
間
】

平
成
十
年
九
月
か
ら

平
成
十

一
年

一
月
ま
で

【
対
象
家
屋
】

平
成
十
年

一
月
二
日
以
降
に
新
増
改

築
さ
れ
た
家
屋
及
び
取
り
こ
わ
し
を
さ

れ
た
家
屋

【
問
い
合
わ
せ

・
連
絡
先
】

税
務
課
固
定
資
産
税
係
宮
@
2
1

1
1
(
内
線
1
2
6
・1
2
7
)

年
金
手
帳
は
大
切
に

f

国
民
年
金
や
厚
生
年
金
、
共
済
組
合

に
加
入
す
る
と
、
ブ
ル

l
の
年
金
手
帳

が
交
付
さ
れ
ま
す
。
こ
の
手
帳
に
は
、

基
礎
年
金
番
号
、
交
付
年
月
日
、
氏
名
、

生
年
月
日
、
性
別
な
ど
が
記
載
さ
れ
て

お
り
、
と
て
も
大
切
な
も
の
で
す
。

ま
た
、
公
的
年
金
制
度
す
べ
て
に
共

通
と
な
っ
て
い
ま
す
。
一

冊
で
全
制
度

の
加
入
、
脱
退
の
記
録
が
わ
か
り
ま
す

の
で
、
加
入
期
間
の
空
白
が
発
生
す
る

の
を
防
止
し
、
年
金
を
受
給
す
る
権
利

を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

な
お
、
年
金
手
帳
は
加
入
期
間
を
記

録
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
年
金
を
請

求
す
る
と
き
の
提
出
書
類
と
な
り
ま
す

の
で
、
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

※
年
金
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、

市
民
課
国
民
年
金
係
ま
で
。
8
@
2
1

1
1
(
内
線
I
l
l
・
-
1
2
)

9
月
9
日
は
救
急
の
日

用
を
お
願
い
し
ま
す
。

O
消
防
署
の
電
話
番
号
が
変
わ
り
ま
す

9
月
1
日
か
ら
大
洲
消
防
署
の
電
話

番
号
が
含

@
2
6
6
5
か
ら

8
@
0
1

1
9
に
変
わ
り
ま
す
。
な
お
、
火
災
や

救
急
の
通
報
は
、
今
ま
で
ど
お
り
1
1

9
番
で
す
。

O
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
の
ご
案
内

火
災
・
災
害
情
報
や
救
急
当
直
病
院

を
知
り
た
い
と
き
は
、
テ
レ
ホ
ン
サ
ー

ビ
ス

g
@
7
0
0
0
を
ご
利
用
く
だ
さ

iv 米
穀
販
売
業
新
規
登
録

《
後
期
》
申
請
手
続
き

愛
媛
県
内
で
、
新
た
に
計
画
流
通
米

の
販
売
(
卸
売
業

・
小
売
業
)
を
行
お

う
と
す
る
場
合
は
、
愛
媛
県
知
事
の
登

録
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

登
録
申
請
手
続
き
の
窓
口
及
び
受
付
期

間
な
ど
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

【
窓
口
・
問
い
合
わ
せ
先
】

干

7
9
6
1
0
0
4
8

八
幡
浜
市
北
浜

一
|
三
l
三
七

八
幡
浜
地
方
局
産
業
経
済
部
農
政
水

産
課

8
0
8
9
4
・
2
2
・
4
1
1
1

【
受
付
期
間
}

平
成
十
年
九
月
十
五
日
j
十
月
三
十

日九
月
は
障
害
者
雇
用
促
進
月
間

事
業
主
の
皆
さ
ん
、
九
月
は
「
障
害

者
雇
用
促
進
月
間
」
で
す
。
障
害
者
の

人
を

一
人
で
も
多
く
雇
用
し
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
障
害
者
の
人
を
安
定
所
の
紹
介

で
雇
用
さ
れ
た
場
合
は
、
助
成
金
が
支

給
さ
れ
ま
す
の
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

詳
し
い
こ
と
は
、
お
気
軽
に
安
定
所

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ハロ
l
ワ
1
ク
大
洲
(
大
洲
公
共
職

業
安
定
所
)
含
@
3
1
9
1

〈
救
急
車
の
正
し
い
利
用
を
l
〉

大
ケ
ガ
や
急
病
で

一
刻
も
早
く
病
院

に
運
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
き
は
、

1
1
9
番
へ

。
救
急
車
は
、
い
つ
で
も

誰
で
も
利
用
で
き
ま
す
。

し
か
し
、
緊
急
性
の
な
い
場
合
に
利

用
さ
れ
る
と
、
本
当
に
救
急
車
が
必
要

な
患
者
さ
ん
に
対
応
で
き
な
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
一

人
で
も
多
く
の
尊
い
命

を
救
え
る
よ
う
、
正
し
い
救
急
車
の
利

緑
の
募
金
実
績
報
告

平
成
叩
年
緑
の
募
金
は
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
温
か
い
ご
理
解
と
ご
協
力
で
、

百
六
十
五
万
三
千
円
の
成
果
を
あ
げ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
募
金
は
、

財
団
法
人
愛
媛
の
森
林
基
金
に
納
入
さ

れ
、
緑
化
推
進
活
動
の
た
め
に
利
用
さ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ご

協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

(有)丸電工業

ft24-5351 

西田水道庖

ft26-0265 

(有)三原設備

ft24-3783 

淳山水 道 工 事 庖

ft24-2583 

(有)いの水道設備

ft24-2216 

伊予屋住設

合 24-2541

惰)内田電気水道設備

ft2，5-2858 

岡福水道工事庖

ft24-3656 

(有)オク ダ設備

ft24-3674 

大 塚鉄工所

ft25-0300 

(有)神田鉄工所

ft24-4122 

神南 設備

ft25-4684 

城 戸電業社

ft25-2944 

久保鉄工所

ft26-0537 

(掬 土居鉄工所

ft24-4519 

(有)アサ ノ設 備

ft24-0783 

(有)南予水道住設

まま 25-1350

佐 藤水道庖

ft24-4410 

(有)星加水道設備

ft26-0020 

上 甲 建設 (械

ft24-5914 

9月5日出

9月 6日(日)

9月12日出

9月13日(日)

9月15日ω

9月19日出

9月20日(日)

9月23日休)

9月26日目

9月27日(日)

10月1日は
住宅・土地統計調査

月末までの7 

ei住宅・土地統計調査
置脳園田留置砥司.... ~li届諸祖国剛院議書.自~I:副圃圃函聯揖:1:1槽E

来る10月1日に、住宅・土地統計調

査が行われます。これからの街づく

りに生かされる大切な基礎資料とな

りますので、ぜひご協力ください。調

査をお願いするお宅には、調査員

が調査票をお届けし、後日回収に

伺いますので、ご協力をお願いします。

大洲市内の交通事故

7月末現在 昨年同期

件数 180 178 

負傷者 225 240 

死者

11 



号
一
・

一

同
月

一

・
圃

一

n
H
u

-

4

・・

一

い
ず
れ
も
無
料
で
す
。
お
気
軽
に
利

用
く
だ
さ
い
。

【
交
通
事
故
相
談
】
(
愛
媛
県
)

日
時

9
月
8
日

ω
叩
時
1
日
時

場
所
市
役
所
五
階
会
議
室

日
時

9
月
幻
日
何
日
時
j
日
時

場

所

市

役
所
五
階
会
議
室

【
人
権
相
談
】

(
法
務
省
)

日
時

9
月
比
日
開
叩
時
1
日
時

場
所
南
久
米
公
民
館

日
時

9
月
四
日
幽
叩
時
i
日
時

場
所

市

役

所

二
階
会
議
室

【
心
配
ご
と
相
談
】

o
一
般
相
談
毎
週
月
・

水

・
金
曜
日

O
法
律
相
談

毎
週
火
曜
日

。
介
護
相
談
毎
週
木
曜
日

O
電
話
相
談

含
@
5
6
2
9
(直
通
)

関
所
時
間
内
で
受
け
付
け
ま
す
。

時

間

叩
時
l
ロ
時
、
日
i
M
時

場

所

大

洲
市
社
会
福
祉
協
議
会

相
談
室
(
市
役
所
別
館
二
階
)

【
家
庭
児
童
相
談
】

日
時
毎
日
の
執
務
時
間
中

場
所
大
洲
市
福
祉
事
務
所

相
談
ご
と
案
内

|広報おおず '98

保健センターだより

合 24-3775
.乳幼児健康診断.

9月1日ω 平成10年 4月生※

9月18日樹平成 9年2月生

9月22日ω 平成 7年8月生

受付時間 13 : OO ~ 13・30

実施場所大洲市保健センタ ー

持参品母子手帳・アンケート

パスタオル (※のみ)

【
行
政
相
談
】

(
総
務
庁
)

日
時

9
月
幻
日
開

9
時
j
ロ
時

場
所
市
役
所
二
階
会
議
室

急
ぐ
と
き
に
は
包
@
5
6
6
0
(
政

所
)
ま
で
は

8
@
4
2
9
4
(辻
)
ま
で

【
社
会
保
険
相
談
】

日
時

9
月
7
日
間、

η
日
同

日
時
l
M
時

場
所
大
洲
商
工
会
議
所

担
当
松
山
西
社
会
保
険
事
務
所

【
同
和
問
題
に
関
す
る
何
で
も
相
談
】

日
時
毎
日
の
執
務
時
間
中

場

所

大

洲
隣
保
館

8
@
6
1
0
0

大
洲
福
祉
会
館
含
@
0
9
4
7

【
不
動
産
無
料
相
談
】

日
時

9
月
日
日
ω

9

時
1
日
時

場
所
宅
建
協
会
大
洲
支
部

同
上
田
喜
六
不
動
産

中
村
三
三

O
|
九
会
@
4
4
5
2

【
青
少
年
相
談
電
話
】

日
時
毎
日
の
執
務
時
間
中

な

や

み

ゼ

ロ

包

@
7
8
3
0

【
ふ
れ
愛
ス
ク
ー
ル
相
談
電
話
】

不
登
校
の
子
ど
も
た
ち
に
関
す
る
ご

相
談
は
何
で
も
承
り
ま
す
。

日

時

毎

日
8
時
加
分
i
口
時

告
(
昭
い

huuμ

国
立
大
洲
青
年
の
家

担
当.10力月児育児相談.

9月8日ω 平成 9年11月生

受付時間 9 : 30~ 10 : 00 

実施場所大洲市保健センター

.健康相談・栄養相談.

9月21日(月)

10:00~ 12:00、 13 : 00~ 15 : 00

実施場所大洲市保健センター

持参品健康手帳(予約制)

|休日|急|患|診|療|
9月6日(日)肱川医院(菅田)

合 25 -2 9 1 5 
大洲中央病院(東矧)

ft24-4551 

三瀬医院(八多喜)

ft26-0003 

大洲中央病院(東対川)

12 

ft24-4551 

城戸眼医院(末広町)

含 24-3008

市立大洲病院(西犬洲)

ft24-2151 

9月20日(日)村上内医院(北只)

ft23-3500 

大洲中央病院(東対川)

ft24-4551 

藤本外医院(中町)

ft24-2310 

加戸病院(若宮)

ft24-5101 

9月27日(日)大野内医院(片原町)

ft24-6800 

大洲中央病院(東対川)

ft24-4551 

[平日夜間の急患l
月・火曜日 市立大洲病院(西対川)

合 24-2151

加戸病院(若宮)

ft24-5101 

大洲中央病院(東対片1)

ft24-4551 

9月13日(日)

{
市
民
法
律
相
談
】

市
の
顧
問
弁
護
士
が
相
談
に
お
答
え

し
ま
す
。

日
時

9
月
四
目
的

叩
時
l
m
時

場
所
市
民
会
館
会
議
室

※
予
約
が
必
要
で
す
。
総
務
財
政
課
行

政
係

8
@
2
1
1
1
(
内
線
3
2
8
)

検
定
試
験
の
お
知
ら
せ

商
工
会
議
所
で
は
、
次
の
と
お
り
検

定
試
験
を
行
い
ま
す
。

【
珠
算
】

試

験

日

目

月

白

日

倒

受
付
期
間

9
月
7
日
1
9
月
担
日

※
詳
し
い
内
容
、
お
問
い
合
わ
せ
は
、

商
工
会
議
所
g
@
4
1
1
ー
ま
で
。

9月15日ω

9月23日(水)

献

血

の

お

知

ら

せ

次
の
と
お
り
採
血
車
が
巡
回
し
ま
す

の
で
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

実
施
日

9
月
3
日
同

市
立
大
洲
病
院
日
時
i
U
時

建
設
省
四
園
地
方
局
大
洲
工
事
事
務
所

日
時
叩
分
j

M
時
叩
分

保

健

所

歯

科

相

談

V
ピ
カ
イ
チ
歯
の
健
康
相
談

日
時

9
月
日
四
日
同

日
時
j

m
時

就
学
前
の
幼
児

(
4
j
6
歳
)

歯
科
検
診
、
は
み
が
き
指
導
、

フ
ツ
ソ
塗
布
、
健
康
相
談
、
栄

養
相
談

内対
容象

4ゆ各種検診.

①成人病友ぴ肺がん・結核検診

受付時間

9:00~ 11・00 13: OO~ 14: 00 

検診料いずれの検診も無料です

が肺がん検診における略

疾検査のみ400円です。

②胃友ぴ大腸がん検診

受付時間 8 : 00~ 10 : 00 

検診料 胃がん 900円

大腸がん 400円

③婦人カfん検診

受付時間 13 : 00 ~ 13 : 30 

検診料 乳がん 200円

子宮がん 700円

日

木~日曜日

曜水

※
い
ず
れ
も
予
約
が
必
要
で
す
。

大
洲
保
健
所
g
@
3
1
6
5

お
お
す
赤
煉
瓦
館
ご
案
内

V
つ
つ
じ
ま
つ
り
モ
デ
ル
撮
影
会
入
賞

作
品
展

9
月
1
白
川
w
j
9
月
6
日
同

V
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ア
ン
テ
ィ

l
ク
家

具
と
モ
ダ
ン
フ
ア
ニ
チ
ャ

l
展

9
月
8
日
ω
1
9
月
日
日
田

V
カ
ン
ト
リ
ー
ド
1
ル
作
品
展

9
月
日
日
ω
1
9
月
初
日
回

V
松
本
慶
一
郎
作
陶
展

9
月

n日
ω
1
9
月
幻
日
間

※
展
示
時
間

日
時
i
口
時

最
終
日
は
凶
時
ま
で
。

お
お
ず
赤
煉
瓦
館
8
@
1
2
8
1

実施場所

〈①・②・①の検診が受けられます〉

9月3日(木) 柳沢連絡所

9月9日同 上須戒連絡所

9月16日(水)・17日(木) 新谷連絡所

9月29日伏) 平公民館

〈①・②の検診が受けられます〉

9月10日(木)・ 11日幽平野連絡所

9月18日幽 三善連絡所

〈① ・③の検診が受けられます〉

9月24日(対 基幹集落センター

9月25日幽 大川連絡所

※いずれも70歳以上の人は無料で

す。

各種検診の申し込みをされてい

る人には「問診表JI検査容器Jを
事前にお配りしますので、必要事

項を記入のうえ、ご持参ください。
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